
多くの子供がSNS利用を始めるのが、仲間との関係が大事で、かつ、悩みもモヤモヤすることも多い思春期の頃。
感情の行き違いもしばしば起こり、リアルな生活で受けたダメージをネットにぶつけることで自分をコントロールしようとする

子も少なくありません。でも、そんな心理状態や判断力の甘さを知って、近づいてくる危険な大人もいます。ネットの

向こう側のいい人が悪い人かもしれないことを知りつつ、リスクよりもそのときの感情を優先させてしまう時期。ネット

で出会った人に深入りしないよう「ここまで！」の限界を話し合い、意識して使うことの安全性を理解させましょう。

成長過程で生じる不安定さとリスク志向が利用される危険

ネットで出会った相談相手に会いに行き

辛いことがあってSNSにつぶやいていたUさん。
気持ちが落ち着くメッセージをくれる人に出会い、DMで
やりとりをするうちに、会いに行くことになりました。

出かけたきり家に帰ってこなくなり、警察に相談。

誰にも言わずに会いに行ったことは、Uさんの
SNSの記録を確認して初めてわかったのです。

⓲心のよりどころだったSNS上の知人による誘い出し

ネットの向こう側に救いを求めたがる時期。子供の言葉に耳を傾け、
気持ちに寄り添い、相談できる関係を保つことが最善の予防策です。

ワンポイント
アドバイス

そのまま連絡がつかなくなってしまった

身近な人に相談していれば‥‥

ネットだけの交流では、顔、姿、気持ち、メッセージ、どれも本物かどうかわかりません。
それなのになぜ、ネットで知り合った人を信じたり頼りにしたりしてしまうのでしょう？

考えてみよう！

気持ちを察してくれる友人

じっくり話を聞いてくれる家族

何でも相談したいと思える先生

がいてもネットで相談しますか。

身近な誰かに寄りかかりたいと

思う気持ちを見失わないで！

自分を直接知っている人と、

ネットだけでやり取りしている人。

優しい言葉をかけられて嬉しい

のはどっち？ネットなら余計な

詮索をされずに済み、都合が

いいだけではありませんか？

本当に親身になってくれる人

もいますが、上辺だけの人も

山ほど。どうしてもSNSに頼り
たいのなら、「深入りはしない」

「DMを警戒し、個人的なやり
取りはしない」を徹底しましょう。

DMで仲良くなって
家に呼び出そう😈

※ DMは「ダイレクトメッセージ」。SNSの画面上ではなく、直接メッセージをやりとりすること。

悩みもグチも親身に
聞いてくれる優しい人

一度会って話がしたい…

A. 本当は誰に聞いてほしい？ B.知らない人のほうが便利？ C. どうしてもSNSを使うなら
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の学生の夢と、あまり変わらないことに気
づいたりするなど、調査をとおして、さまざ
まな発見をすることができました。

参加者の感想

　参加者からは、『自分の意思をはっき
り伝えたり、たくさんのことに挑戦するこ
とはいいことなんだって改めて分かりま
した』という感想や、『シンガポールに行
くことで、日本にいるだけでは見えない
世界を見ることができました』という感想
がありました。
　シンガポールでの生活をとおして、参
加者は多くのことについて学びや気づき
を得るとともに、国際的視野を拡げるこ
とができました。

　札幌市では、子どもの国際交流事業として、シンガポー
ル少年少女交流事業のほか、姉妹都市少年交流事業を
実施しています。
　平成30年度は、ノボシビルスク市（ロシア連邦）への
派遣年度となります。平成30年３月頃に、市内居住の中

学生を対象に参加者を募集します。市内の中学校へチラ
シを配布するほか、札幌市公式ホームページに募集情
報を掲載しますので、「子どもに国際交流を
させてみたい」など、興味のある方はぜひ
チェックしてみてください！

研修テーマ

　派遣前に各自がシンガポールについ
て関心のあるテーマを設定し、現地で調
査した結果をレポートにまとめました。
　「シンガポールの教育」について調べた
参加者は、学生が常にノートパソコンを持
ち運び、授業で使う様子を見て日本との違
いを感じたり、また「シンガポールの子の
将来の夢」について調べた参加者は、同
年代のシンガポールの学生の夢は、日本

どんな子どもが参加したの？

　対象者は、札幌市居住で、シンガポー
ル派遣時に中学校２年生の子どもたち
です。

どんなことをしてきたの？

　今年度は８月１日（火）～15日（火）ま
での２週間、シンガポールへ団員を派遣
し、ホームステイを中心に、中学校体験
入学や特別英語授業、市内見学などを
行いました。

満18歳未満のお子様にスマートフォンを利用させる場合は、保護者の方は次の点に注意してください。

（１）　適切にインターネットを利用させる
　SNSを利用して子供たちを言葉巧みに誘い出し、殺害するという事件も発生しています。トラブルや事件
に巻き込まれないよう、スマートフォンの使い方などインターネットに関する知識、情報モラルやコミュニ
ケーション能力を親子で身につけることが重要です。

（２）　家庭のルールを作る
　適切な生活習慣が身につけられるように、お子様と一緒に話し合って我が家のルールを作りましょう。
「利用時間は夜９時まで」など、ルールは具体的に決めましょう。

（３）　フィルタリングなどを設定する
　「フィルタリング」は、知識が十分でないお子様が、不用意に違法・有害サイトにアクセスしないよう制限
する機能です。子供たちが事件・事故に巻き込まれないために、「フィルタリング」を必ず設定してください。

●実際に起きたトラブル事例をもとに、予防法と対策法を「インターネットトラブル事例集
　（平成29年度版）」として取りまとめましたのでご活用ください。
　http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/jireishu.html

総務省からのお知らせ
保護者の方へ　お子様が安心安全にスマートフォンを利用するために

※今年度の派遣プログラムや
　研修テーマのレポートは、
　札幌市公式ホームページで
　ご覧いただけます。

平成29年度

お
知
ら
せ

平成30年度 姉妹都市少年交流事業の参加団員募集

　アジア地域との交流を推進するとともに、国際的視野の
広い少年少女の育成を目的に、昭和63年度からシンガポー
ル共和国と札幌市で相互交流を実施しています。
　札幌市からの団員派遣は隔年で行い、派遣の翌年度は、
シンガポールの少年少女を受け入れるという、２年で１サイ
クルの事業です。

「ネットで知り合う人」 とのやり取りについて
あらためて真剣に考えてみましょう

 『インターネットトラブル事例集（平成29年度版）』は、総務省ホームページで公開中。
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/jireishu.html

いざというときの相談窓口については、各省ホームページのほか、内閣府ホームページ
http://www8.cao.go.jp/youth/kankyou/internet_use/soudan.html をご覧ください。

『出会い系サイト』が法律で規制されて以来、特殊なサイトではなく、SNSなどごく普通のコミュニティサイトでのやり取り
がきっかけで被害にあう子供が増え続けています。物心つく前から身近にデジタル機器があった高校生以下の子供
たちにとって、SNSによるコミュニケーションは「会って話す」ことや「電話で話す」ことと同じ感覚ですが、大きな違いは
相手を目と耳で確かめることができないこと。趣味や話の合う人も、同世代の同性の仲良しも、優しく寄り添ってくれ
る年上の人も、画面から得られる文字情報・写真・動画が真実だとは限らないのです。

「そんなことはわかってる！」と言いますが、「フォローしてくれたのにフォローを返さないのは悪い」とか「DMをもらって
無視するのは気まずい」など、徐々に近づいてしまい、相手の思惑に引きずり込まれてしまうケースは少なくありません。

心や体に生涯消えることのない深い傷を負うばかりか、生命にかかわるような凄惨な事件も起きています。被害は、
SNSの使い方も判断力も比較的高いはずの高校生が最も多いことから、「自分は気をつけているから大丈夫」では
ないと考えることが重要です。取り返しのつかないことになる前に、SNSの使い方をいま一度見直しましょう。

SNSなどのコミュニティサイトを介したやり取りは
楽しさだけではなく、“危険”もいっぱい！
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自分を守るためにできること ❶

まずは普段使うSNSの設定を確認！

自分を守るためにできること ❸

どうしてもネットでのやり取りをしたいときのために「ここまで！」を決める

自分を守るためにできること ❷

できるだけリアルな相談と発散を！

アカウントの公開・非公開

自分の投稿を読んでいい人の範囲設定

自分がDMを受け取れる人の範囲設定
自分の画像へのタグ付けに関する許可設定

‥‥ほか、プライバシーやセキュリティに関する

設定を確認しましょう。アカウントが複数あるなら、

それぞれの用途に合う設定を行い、使い分けを

徹底すること。機種変更の際は必ず再確認を。

 イライラしたときは、スマホを置いて深呼吸

 グチは声に出して言う（人に話すのも有効）

気持ちを（スマホではなく）ノートにひたすら書く

 カラオケで発散（スマホのカラオケアプリもOK）
 ___時を回ったら、それ以上考えずにまず寝る
など、自分なりの“アナログな解消策”をいくつか

考えておきましょう。そして、何かあったらネットに

頼る前に、家族やリアルな友人に相談を。

ネットに気持ちをぶつけても、現実に戻った途端にぶり返すこともしばし。それでもSNSに寄りかかりたい
と思ったら、弱った心に付け込まれないよう、これ以上踏み込まない限界と対処法を決めておきましょう。

普段いつも発信しているアカウントには、深刻なこと、プライバシーに関することは、書き込まない
 SNSで話をした人から急にDMが届いたら「ありがとう、あとはSNSで！」と返すなど、ＤＭを断ち切る
時間が経つほど断りづらい！イヤなこと、不安なことは「どうしよう…」と悩まずに、すぐ＆ハッキリ断る
 しつこく誘われたり脅されたりしても、決して応じず、独りで抱え込まず、身近な大人に相談する
周囲に相談しづらいとき、相談できる人がいないときは、警察や専門の窓口に相談する勇気を持つ

or

発行者：総務省 総合通信基盤局消費者行政第一課 青少年担当 監修：尾花紀子（ネット教育アナリスト）
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※ DMは「ダイレクトメッセージ」。SNSの画面上ではなく、直接メッセージをやりとりすること。

悩みもグチも親身に
聞いてくれる優しい人

一度会って話がしたい…

A. 本当は誰に聞いてほしい？ B.知らない人のほうが便利？ C. どうしてもSNSを使うなら
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検 索総務省インターネットトラブル事例集

出典：インターネットトラブル事例集（平成29年度版）追補版から抜粋

シンガポール少年少女交流事業
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ホームページ「子どもの権利のページ」
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Ｅメール
kodomo.kenri@city.sapporo.jp

子どもにとって大切な権利
・安心して生きる
・自分らしく生きる
・豊かに育つ
・参加する

平成30年（2018年）1月発行
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今回の事業に
参加してくれた

「子どもレポーター」の
みなさん、本当に
お疲れさまでした！

　札幌市役所では、「札幌市子どもの最善の利益を
実現するための権利条例」（通称：子どもの権利条
例）に基づき、さまざまな場面で子どもが意見を言
う機会をつくり、まちづくりに子どもの視点を活かす
よう「子どもの参加」を積極的に進めています。
　今回は、条例にも定められている「参加する権利」
を進める取組の一環として、「他都市子ども交流」を

実施し、さらに札幌市から参加した子どもたちには
「子どもレポーター」として、当日の取材と一人ひとり
新聞作成のほか、子ども向け広報紙「子ども通信
（第17号・平成30年１月発行）」の原稿作成にも協
力してもらいました。ここでは、交流会当日の概要な
どとともに、子どもたちの取材及び新聞・広報紙編
集会議の様子をお知らせします。

まちづくりへの“主体的な”参加

　８月16日（水）、
札幌市東区内
の小中高校生
12名と道内で
最も早く子ども
の権利に関する
条例を制定した
空知郡奈井江
町の「奈井江町子ども会議」議員20名の総勢32名の子ど
もたちが集まり、「他都市子ども交流」が開催されました。
　「“わたしのまちの

た か ら

財産”を活かしたまちづくり」をテーマ
に掲げ、北海道遺産「札幌苗穂地区の工場・記念館群」など
の歴史を持ちながら、苗穂駅周辺地区の再開発によってま
ちが生まれ変わっていく札幌市東区を舞台に、施設の見学
やまちの魅力発掘、まちの活性化に向けた話し合いを行い
ました。
　市内外それぞれの子どもの視点から活発な意見交換を
行い、子どもたちが考えた斬新なアイディアを、札幌市子ど
も未来局子ども育成部長とサッポロビール博物館長に提
言するなど、地域でのまちづくりへの提案・意見を直接伝え
る「子どもの参加」の機会となりました。

歴史と未来が共存するまちへ

　今回の交流では、冒頭に、開催地である東区について、
古くは農業や工業エリアとして発展したこと、それらの工場

群などが北海道遺産
に登録された歴史のあ
る地域であること、現
在は苗穂駅周辺地区
を中心に再開発が行
われるなど新しく生ま
れ変わっていくまちで

あることなどの説
明を受けました。
　また、当日の取
材方法や新聞編
集についてのポイ
ントなどを北海道
新聞社の方に説
明していただき、
子どもたちもとて
も真剣にメモを取っていました。

「北海道遺産」を見て・触れて・食べる!?

　その上で、子どもたちは４つのグループに分かれて、雪
印メグミルクの酪農と乳の歴史館や工場、サッポロビール
博物館といった北海道遺産の登録施設を巡り歴史に触れ
る一方で、苗穂跨線橋に立ち寄り苗穂駅周辺地区再開発
エリアの見学を行い、それぞれの説明に耳を傾けながら熱
心に取材していました。

　昼食休憩では、これ
また北海道遺産に登録
されているジンギスカ
ンを囲み、それぞれの
まちの違いや取組、活
動内容についての話に
花を咲かせました。

子どもならではの柔軟な発想

　意見交換の際には、グループごとに各自の取材結果を
踏まえながら、まちづくりの観点から「自分たち（子ども）
ができること、これからしたいと思うこと」「周りの大人と
協力したらでき
そうなこと」、「自
治体や大人に
やってもらいた
いと思うこと」の
３つを軸に意
見交換を行いま
した。

　まちの魅力を伝えるためには、「SNSなどを使用し、人を
集める」「まちの歴史や見所、気になることを調べて、名所
を決める」「積極的に工場見学などをし、自分のまちの産業
の特徴や良いところを知る」「ボランティア活動に参加す
る」「地元のスポーツチームを応援する」、また、「施設など
でのイベント時に、（子どもたちが自分のまちの魅力につい
て）発表する場を設けてもらい、知らせる」「動画で紹介した
り、講演会を実施する」「子どもと大人が協力して、工場など
を宣伝するイベ
ントを行う」「ス
タンプラリーを
企画する」など、
子どもたち自身
が主体的にまち
づくりに関わろ
うとする意見が
多く出されていました。
　提言を受けた子ども育成部長からは「みなさんの声や考
えに直接触れることができて、とても嬉しかったです。『子ど
もの参加』を進めるためには、本日のように、みなさん一人
ひとりが、自分の意見をきちんと伝えていくことが重要だと
思っています。市役所では、行政へ子どもからの意見を反
映させる取組を進めているので、今後も積極的に意見を聴
かせてください」とメッセージが送られました。

　札幌市からの
参加者には、８
月18日（金）に
も集まってもら
い、北海道新聞
社の方の協力
を得ながら、自
分たちが取材し

た情報をもとに、新聞と広報紙の原稿を作成してもらいま
した。
　それぞれが感じたことを思い思いに発言し合いながら、
記事を仕上げてく
れました。

内 容

　今回いろんな所を見学し、
札幌についてくわしく改めて
学んだコトがあって、とても
楽しかったです。

東栄中学校２年
安榮 桜依レポーター

　とても貴重な体験が出来
て良かったです。自分が住ん
でいるまちの魅力を大切にし
たいと思いました。

東栄中学校３年
佐藤 陽菜レポーター

　ふつうならできない体験が
できてうれしかったです。新
聞作りはかなりむずかしかっ
たです。

苗穂小学校４年
新田 悠介レポーター

　知らないことや驚いたこと
をたくさん学び、普段考えな
いようなことも考えることが
できてよかったです。

開成中等教育学校５年
髙橋 拓矢レポーター　牛にゅうは、まいにちのん

でいますがうしのちちをし
ぼったらおわりだとおもって
いました。

苗穂小学校５年
白石 裕己レポーター

　牛についての話が、おどろ
きました。 探検でメモをたく
さんとる事をがんばりまし
た。楽かったです！

苗穂小学校５年
伊藤 千乃愛レポーター

　今回編集するにあたって、
提出までにとても長い時間が
掛かってしまったのが残念で
した。反省します。

開成中等教育学校５年
清水 亮多レポーター

　今回、工場へ見学に行った
が、自分が知らない事がたく
さんあり、面白かった。友達に
自慢したくなるような豆知識
がたくさん得られたので今回
の経験はとても貴重だと思っ
た。 是非、皆さんも機会があ
れば工場へ見学しに行った方
が良いと思う。

開成中等教育学校４年
中村 匠吾レポーター

　小学生の目線は低いから、
細かいことに気付けるのだろ
う。高校生の目線は高いから
物事の全体を 捉えられるの
だろう。では今度はお互いに
目線だけを交換したら物事は
どう映るのか。今度はこのよ
うな意識で取り組めたら、と
思いました。

開成中等教育学校５年
小野 月彦レポーター

　ふだん飲んでいる牛乳にこ
んな秘密があるなんて、思っ
てなかった。これからもっと
札幌市の子供たちと奈井江
町の子供たちに知って欲しい
と思った。

東栄中学校２年
佐々木 彩名レポーター

　この近くには、たくさんの
施設があることがわかった。
これからも名所を発見したい。 

苗穂小学校６年
新田 耕平レポーター

　私は、今回の見学を通し
て、街の歴史や新しく建設さ
れる建物など、より深く知る
ことができ、良い経験になり
ました。

東栄中学校３年
菊地 春香レポーター

概 要

他都市子ども交流

「子ども通信」編集会議

子どもの権利推進事業 「他都市子ども交流・子どもレポーター」平成29年度

参加した子どもたちの感想など参加した子どもたちの感想など


